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第1回細管式等速電気泳動分析シンポジウム  

プ ロ グ ラ ム  

午 前 の 部  

9：30  開会の辞  

演題番号  

9：35  

1．各種パン生地の有機酸分析  

昭和56年11月27日睦）9：30～16：30  

都立大・理  奥 山 典 生  

オリエンタル酵母工業研究所 ○嶋田 昇二・津久井弥生  

内田 浩二  

9：50  

2．細管式等速電気泳動装置を用いた有機酸発酵の   

診断  

10：05  

3．血清タンパク質の細管電気泳動   

岐阜大・農・農芸化学 ○堀津 浩章  

都 立 大・理・化学 ○小島 清嗣・真鍋  敬  

奥山 典生  

10：20  

4．細管式等速電気泳動による含硫アミノ酸及びラッ   

ト組織のグルタチオンの定量  

10：35  休憩（25分）  

11：00  

5，保存腎臓潜流血液及び尿中成分の量的変動   

高 知 医 大・化 学 ○児玉 裕敬  

東 京 電 機大・理工 ○村勢 則郎・権田 金治  

福井 康裕  

東 大 ・ 医 科 研  杉本 久之  

東  大  工  土肥 健純  

11：15  

6．臨床応用一特に血中有機酸，有機リン酸の測定  

について－  

11：30  

7．等速電気泳動による食品中の耳mAの検出定量  

について  

11：45  

8．文化財の保存とイソタコフォレシス   

阪大・医・泌尿器科 ○山本 忠司  

仁 真 会  白 鷺 病 院  山川  真  

国立衛生試験所大阪支所 ○伊藤誉志男・鈴木 英世  

豊田 正武・慶田 雅洋  

東京国立文化財研究所 ○新井 英夫・北村  満  

阿辺 明由  

12：00～12：30 特別講演  

欧州における等速電気泳動分析の最近の動向  

12：30～13：30 休憩  

広島大・工・応用理化学  木曽 義之   



午 後 の 部 

13：30～14：00 特別講演  

赤血球の形態分析とヌクレオチド  

演題番号   

14：00  

9，等逐電気泳動分析におけるマイコンの利用  

14：15  

10．細管式等速電気泳動分析における中性配位子の  

利用  

14：30  

11．イソタコによる糖の分析   

埼玉医大・生化学 坂 岸 良 克  

広島大・工・応用理化学 ○広川  健・木曽 義之  

九大・工・合成化学 ○田崎 正人・高木  誠  

上野 景平  

近  畿  大     薬 ○本田  進・若狭 寿子  

千真 裕一・掛樋 一晃  

14：45  

12．イソタコによるパーマネント・ウエーブ用剤の  

分析  

15：00  休憩（25分）  

15：25  

13．高分子電解質の細管式等速電気泳動  

15：40  

14．Isotachophoresisによる医薬品分析第一報コン  

ドロイチン硫酸ナトリウム注射液の定量  

15：55  

15．CapillaryIsotachophoresis の生薬分析への  

応用  

16：10  総会討論（25分）  

16：35  閉会の辞  

中  野  製  薬 ○水口 浩之・萩  光義  

大原 国男  

資 生 堂 研 究 所 ○山本 信也  

大洋薬品工業・品質管理部  大平 一夫・酒井 淑行  

○近藤 紀己  

鐘紡・基礎研，漢方研 ○松居 宏典・木下 昌彦  

奥 山 典 生   



l各種パン生叱針都政酸倉粁  

（すリエンタノL酵母工業．碗究軒）0脇田鼻ニ，輝久叶弥生，内田沼こ  

け目的・パン星妃中の有機酸は高級アルコールヒ乙もに7し一バ碑穿として主要な或介り  

ノブそあり．・パンの品凱二も重要な了見劉主になフていさ．教われはパンフし一バー（パン  

の香り）と眉磯蕨と・・の凋矧隆之明らかLごすう銅りごあね頻∈ムあ脇ノによら粛磯蕨  

命粁左観み  尤
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泉
丁
 
 

亨まヱとからパシ生地甲の項横磯Lこょる品質管理（主乙Lて  

パンの番りから）Lこ適用し．とくにサワー虐（食パン．ラ仁象パン廊）ノ漕種（束子パン  
周）吉倉むパン星夜の品質管動こは効果的ぞみるという結果き猪た¢で教督する。  
み夷験オ法・（l）凋磯晩乃締出‥パン生地（レ関川戚）明仁虎イオン水Zβ・川ゼ吉ガロ之て発令  

し、窒遥に3β倉紋蓋してから遽べ分敵レZ〝叫町／釦軌）すら。分解後上う新郎†回才過  
し、ろ来夏武料ヒLて加島払ぃ導入する．如功ザ「条件：先行東ば仰MHCぞ十β一泌ノβ．Z  

． 
ち鹿果．（l）適齢のパン生地申の眉破顔は生地け対して射オン水2の割合〔・混合したみ  
と．3D絹廃さ描出ざ机る．嵐料の渚人骨ば4～仰が適者否みフた．め生地一千の肩磯顔   

・  

せ地中の有機酸は酵腹中（聞間）ほとんと変化せず、生地中にとごまフ乙いた．パンの盾り  
を順にする齢．初期の生地申の有裁断介を錦べることぐ丁分て’参る。紳ノ〈ン生地呼  
に含まれる看磯酸或介き讃岐するここより、サワー度参るし＼ぱ減産の掃教を明られごする  

ことがチヂた。軌ニケワー膚の場合、乳竣菌であることよリ乳酸菌の碓頻と組み合く（渡  
合比）でで・さたパン監増野の局磯醸成介¢分析こパン¢杏り（音節家産）ク、ら乳顧萄の綺  
教室容易に鋼ぺること針子さる。  
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2 毎摘武男過重欺三均分祈細田した硝観酪の診断  

朗笑鞄軍報賢尼夢嵐。竃揚緒泉質者琵   

並臥細管式穿盈象臥隷如法の利研が多方面の辟乳分野へ・ヒ薇大王九ている。ヱの細  
舶琴盟亀軋泳動乱二麻、試料の必尊凄か晦あるい射〝砲確度のケ蓼で痴る皐、分析稗  
費暗闇が部分穆薇ヒ得時間であ姻、ヌ試料イオン礫醜がゾーン何のどの静仇＝おいて  
彰「足す挙ろそめ、その定夢がゾーン幅名須佐可る動二よ，7府えろと壱ラ足腰の容易性  
さらに肛のよぅL二親粁を財嘲励＝する追啓の翫一歩、薇終クロマトグラフィーlニ見ら  
れる噺頗啓物御報のネ啓各藩存どの頃微があろ。一方、そのガ御料（＝より私行及  
如酔顔摘竣の選択が必ずし古各局では凱噛、㈱劇物が電葡色萄たねば頂らす、試  
料があろ超薇解される乳首Cに比赦し、々渾蔵置が多少庖個ブある皐呑どの鞄如遜る  
が、β後の発展し＝占り解決土九て布くと思われる．そこで頚潜ら臥微生物こよう庖梯  
酸怒酪の／7であろ、クエシ頗箱物＝苫し、て、そのまたろ妊産物であるワ工＞酸．月㌫胤  
産物であるゲ／しっ）疲や三才ウ顔存ビの固翻噺に細嗜式堵塵取象細急呈利閲したので  

その爽師沌紹介司ろ。  
分離に噛頚髄作軒のIP一 

＝ 

＿  

賃見開いて立めた〃 その節度ゑ1払lに兎した。女に、クエ＞醜発酵劾二主に各免ヰ  
、、lに存した。物  
，大きく存制札   

l  

蔓  

た。哀勧国包恥2ヒ語した。ニのよラに象蛤符胞1褐られモ。二九Jl）有磯醜  
同時分析ボ街える弟にざフて、り壬シ磯野酵の割符うず、他相磯嚇輝し  盾
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F与・l・有横線検亀後  
0靖久l；亡a亡†d（■1   

箭慧－ぎ霊ま㌔’，  

坤〉－  

顆、2・’東森轟の璃動因   



5 血清タン′ぞ7甘の如嗜電気泳動  

和瓦天・確・化学  

0り、島希嗣′貴職 敬．鳥山 典王   
血希ケン∫√ 

う小て“盲オ′9ン・fつ喀の同島l拍古を信lユうう直れュu哲uク奄＝才．pヒマーカーや  
溝隠竜れもぬ希うナノ丁つ唱吉相hて．今シJご？唱の何色と誠如仁。   

し烏丸〉   

し1）各号 LkB ユほ7「乙中pしr〔細啓一〆♂・タ仰、人之う叫〒つDゝ蟄）葛岡  

“1三．細鳴動伶l才ヒ針○仏座苫窄埠kしユーl乞l三強£pしも。承払けUサ（⊇どq九軋）k右左蟹  

の向合王将hも。   

し1）電線象 乳輯痕一手O10川α‾にマリ∴ごキール王帥もーPhも？、♂‘ミしももの′篠  

絶海はO10川乞－†き′わプbニ由一♂・ク′＝？Xゞトtし・ミヰ醜化√て′・恒吉－D丈－さ＝  

も10一合lこしtもの葛岡uも。南東kも．Bナ～いFtβ．（露（γん）lこなささうlこ加えた。   

け）pヒマーカー Pkボ阜なt■．UV隠h文盲毛つ砲塔‡食物慢もやセマーわーkし  

て岡山モQ軋仇ら、7．1－ヰ才（ミルビ9一ル醸，（「lしビトlし′ ヒ好手サンヰゝ′ 阜うち  

ル．いIプト77ン．つ工J一ルせ．草根玩さ－斥混食し之用h仁。   

α）血轟与γJり唱 親王≠Eヒト血希争ン‘ど？せkして，a志、中ヰ也温色ゝ手－  

で工貰的tニ壌姐壬小もマしUうミシ．トうンスつt11ン．r一すロブリン吉岡h仁．   

げ）克私語鶉10％マンホうペンしpHう．F－（○∫ PH q一＝′ PHl．ト10kPHq－‖喜  

いlヒ鶉βし亨もの一線互向叫屯）0．ユ仲之きざ注入し′占長一之き式科掲i鼓モ注人しも。泳  

鮎l本．11rト月毎電泉す亀托づて旨ヒⅤに存さきせ勺キ特u、丘もーモq♪卜A良庵痕．盲雪〒なった。   

（銭亀）   

〔い 9ヒマー有一 上詠摘も亀伝しももの0・F叫モは熟kし一丸毎ヵし仁kニー′Pヒ久  

の（ト丁し、鴫し上も乙の鳴再）じ哀転ユ≠モ。   

（1）血清与ン（rつ唱  上kち韓牒璃庵†ン√Fン蝮と乾袖幕モ曙漫命Lモ哀転Lたk  

こう．マルイきン′ しうンスつエ11シ．オーづDす・Iゝの‘・臥二束転丁小．モ。きた．トーす  

bTtlンかち澤海汝のUすピーつ赤貧ち軋屯。トうンスつtリン塊轟互¢．i†d．∂．皐〃′  

●  ら西島ゝ帖て′Uマ‾ビ‾つ摘kの由餌プDゥ’卜しちい一息一助臨  

た  

しう）じ〔ぬ壕 針盲ヒし垣准1西之7つ一木うイゝ（PH  

う．F－10）¢．1卜kl＝扱ぃて注入し義如しちものどゐよ．  

Qlの錆監ヒ払敬しt． ？ルイミンモ積も分画′トうニ∴ス  

ついlン吉塚も／昔風．すーすDサリン忘巧も句風か同色  

土L卜仁．   

貴献  

l）帥由山小J．ヒ、軋′ NiGhqls叫′D・已ミュCL相通絆ぷ空．り‘  

しIqlq）  

⇒ 0成帆。仕仁′P∴Su抽てhl～′姓′うl′〔tMり）   



4 人犀中食虎アり啄及㌦ラット組織戸の7、－ルアケオン一度且  

尾野畠中本宅■化啓▲ 0慢百lぷ汚丈一 三芝草吼絶句窟チ．  

t  ∫－一二三．ユキ宣言ま三ニノ、三千幸三笥禁ニ∴  
ン心ち勿アり酔 埴ヒLてアミ）斬診干伊、れよフて良適し？、・たか・′々呵′勒やは  

紺菅東考温暦象痺如症博し′ 乳直ら｛ア之ノ顧ぺ虹蓉モすまニヒか気宇セ。又孝司  
鱒農作7ミ／視点呵券の他tト（一r教Lてl一統♂  

勿吻木組辣中（デルタチキンd足摺伊新明彪詫／脇′施′て＝卿＆  

ニ望詐㌶脅音響；誓㌶写真雷雲：湖山t・た■職叫7‘tし冊レ  

融姐囲√折りと舟相計岬婆ぁ乞作物必＆あ解ヒ⊥Z〟♂・西ふ〆女／ナ廻㌫）  
形 

一・〟ヒ恥  

アリ碓モモフナレーしが碑頚ぞ小玖∂ キュZ・′ ニハゾーンサー食・叶7・・みをかヒl・うサマ腐洛㌻  

昇れガレ閏年晶巧打甜ヒ∠′♭み甥加水一句隼〆ゆ砂ナい何一のゾニ｝・ヒ＋弓L71k∴  

／ 

k 

如〟か／」ンlヰ転嫁何一度h絹賢し侃ク  

㌫㍑昔忠魂豊欄ナヒム何∴ゾ′一ン軸神仙し」ン  
沈瑚肺腑フ享   
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5 保有馴転籍丸血最良び尿中成分り号均受動  

東商電磯大学軍工学部′発育大智医科昏鹿央軒 集束大骨工学軒★  

0村勢則軋塊℡合為ノ杉本久乙■，土町触軒‘，福損長森  

旦生 太腎腺り侮蔑鹿丸礁為ヒ條して、偉竜野撮り生物請他事価判直方弦り塀棄もう守匂，  

てし、るが．廓偶判敵っ兼篠ヒ屯5物囁り畳も保有中良和均しこモニター レ、利和寸る乙ヒが  

て・毒れば長期間り侭呑も可 阻に匂うかもしれ㌔t、。  

こりよう勺B的で、ネ風見は和略式卑丸亀気泳潮乳母車用し、て丘風ヰ軋び尿中Lここ句ような  

生物悪性り諏価判虹じ常食 

互選 大儀尋常晩中も淫乱してし、る人工丘軋及ヂ見も邑期的（風は迫時1Lミサン7。11ニグ  

し、御免に閂し、た。細嗜式阜軋電気泳勧（エP－2A，点津製作所）り測定ほ血泉′見ヒも  

上請も5〝且ヒリ、えれろ■れ石碑絶命祈思仲良び毛色簡・マミノ醜命新奇件で・頚佃島窄な  

7k．。検出ほ奄侃勾配薇弘法軋び・賛列吸収二換出払を林間 した。  

●  
‾′ 

糾 

堕旦 ⑳名磯政令新発件でモニターしたヒモ；血象てはPU埴て・0．1S，0．30，0．eO付  

狙しこシグナルすみられ、成功しkヒ毘巾れる何首lまり⊥ディ ンゲイオンから忙一軽始寸みや  

かにターミネー ティ ンブイオンしこ堪行してし、も。しかし、失疲や－lり1フウハbターンヒして  

偲泉崎問が長くb5ヒつれてイソタコフェ ログラムは観相化したっ、吏働が赦しくち皇1噴  

句がみられも。（下i包・1）  

⑳毛色囁・アミノ酸命前条件モモユター したと考；也軋り？H簡整りためLこ杓いられてい  

ら富農醸イオンが検出与れるようしこなも。豆た、繁劇吸収冷奴て・しま血最よぅ も尿k人毛く  

かフ親和も出力ハ。ターンが得られもが（Fこa．芝）、え¢傾向ほ血靖醸青（q pTノ 60T  

」て）H，A L P）り－醜貴市性り市す傾向L虹轟的よく倣てし、る。  

⑨用いる人工血軋り希坦・睦曹によ7て碍ら直るイソタコフ1ログラムは血灸・風しも人  

毛く更イヒヰる。  

塗塾 石碑醜市布条件で得られもシケlナ，ルの同良風び蚤自簡・アミノ酸々朝食件てう紫外  
デ‾タ絹阜ねるこヒって 

● 霊芝芸；こ；一品雷雲ミミミニ 。1 

L：0．01MHCl－βAlanine，PH3．60  T：0・01Mβ－Alanine，Ba（OHJ2，pHlO・9  

℡：0．01M n－CaproIcAcld，pH3・h8  
Flg．1  

ち100d  Capillary tl血e：26em  
Current：200しIAう且00tlA  

町emp●：200c  

Blood  Urine   

Preservation time  

ち
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コニの陥風私用  6 イ ソ  ′
 
 
 ・こ血ヤ句碑吸血ぶ廟碑サン埠の刺息に′東レて一  

ム本阜可○ ⊥・り 鼻  

大乱入学息瞥官で奴風思叫．直奏法人Iニえ金自警轟略   
号鼠色乳殊動産J∴詔し、、点耕鼠ヒレてエ草イと尊命努々轟かピ単合葬で輌ユれノチじめ  

ていカ■埼に鍬′也学分野＝′み人白′布碑級一えフレ才ケヒ’専の扮如今抑二布伺これ  

て、、ちp如；・J映荊り£体玖判にもイソタコ乞如－ペこ呆簸埼打てりヲヵヾ・．今申  

叫トリカ」レオゾ離い＝クノレ（丁（かく／ぐ適）のす郎て軸物′軌範ノ節線友人凋壇リン軋雪  

＝・j一坤げ須飢該（Z・3ヤα）も扮耕しノ藤放み句に威レて如を々露草を得乙、ゝ  

ろの己・一級菩1る。   

は）－T⊂月一サこ血や何代軸物の剰ぇ  

液温や叶ユβノ線虫温・さ脚－コ・レⅤか2一々′・泳動管 はβ㍍イ…伽朋．必んお誠一  

坤ヰ∽／ 

． 

血液温祈車の排酪サトりラム旦鞄時にお・フろ・．血ヰT〔カーりピ必中呵咋弼珂及五節顔務友を  

判えレ古び輔軒よ匝鹿毛払外口温レた電の乏考d＝屈し、た。餉結果／血塊盈新ヰ■こあ・  

、、て弼級・クエン後・リンゴ酸務如上巧レ′巧lこうソクエ 

． 

㈲ 血ヰー又十正ノ凱唾の利＆．   

象温、象動か千草′J（エ）い司U・どある。甲象甘くメナよノ芽⊥曜を含むま祈薇に才ノ感度かT  
互受ヴて、、たえ秀で・′泉質のを執務亀ヵl牒喧し．乳酪マットイスの絶、、lニり＼ただク  

にづ、／タコt＝り乳級の和む塁巧った．確掛∂包象屯鼠・じ参軸心∴象痛モ軋の手許伺、、夫∴  

埠の蕗泉・ノー級び〝〝ゼj〆－れ後（ユ功〟〟ノ共に和泉を泉し．線度盈御免ヤの軋厳か、  

夜頃ヒ芽んろれうれ後代軸頭亀ヒ判明し、初抑こ再礼∂うことがで乞た。現在、えく醸永  
液息宅で巧れて、13れ軌功利乳・J格差之外をで劫ノ．ニ巧轟′別の胤こ 

、 

呵 血疎千ヱ・ゴー∂P身の利息・  

液温′再製√∂明い恥・であみ・，物適あ珍鳥′J．クク竺〃ヤ十′一れ払卿んく〝“ノ  

′  

‘l  

を政変＝為仁ノ虹夜風列席仮の泉血碇ヰヱ・ヨーク西モ潮見し．頸観．れ如血の面カ、名相  
バた〝き綿．毯研牧石aヱtうーDP年′J費揮叶．鮎毎如泉・こり吋確立篭年・Jえβ′こげ  

，ていヲヒ・きいんす．勿海部†によう参戦毎ガム久㌦五色これた。  
珠上の伽⊥′メソ7コの酵凍ん嘲のか召使瓜．血海生弟外竣∂jこLづ（姓凰に刺旦曹  

5ニし〟でt‘・iうこと、酪左玖卑小a利をすさこ仁巧でl乞り．ゝメソフエン蕨Lコハブ線琶i  
∫哨邑膏で乞亨ニLで．卵如藩、、如が朗唱1れ｝クー鳩一如レて・昼、私封印侃呈エ・  
入電．ニ泳動毛巧石場合．よ．セ′し．泳動琶′こ汚れが影じβ勺し．何ろ√の薪糾後乞行わ等り  

れば，Jろ7J、＼こLで．線巧も豆ねらクか／でみ多。   



lr叩く押す・■叩”吾1  

7■等速電諷詠動（イソタコフォレシス：エp）l主よるノ臨中のEDT4の  

療虫・吏賢1こつl〉て  

固且廓就■大隈支汗 0備忘腎・靡末音吐．宴国正武  

虜田雅痺  

（目的）鹸呆て“は王DT乃の虐属封妙音岡を利岡Lて変色防止′香味塚据′＼酸敗静止ノ  

えび・れこ向のグラス線結晶サ形戒関止甘どの朗bて、・ク・ンクト、ソ■－セーブノトLッシンブ・  

′てヨネーで′ かん藷㌢どの食品に便郎れてりヲ9一奇塞か周では本品応頂島添加物と   

Lて指定されて1）㌢t）ので、′輸ん食品平のモDT根碑査す5埠愈が少なく甘l、）？．本品の史  

′畳法としては′ビュラ・C√Ⅰ工ヒのコンプしヮクスを比邑すう方法′薄層クロマトグラフィニ  

′  メサノ＝し物の亘、スク・・ロてトデラフイー甘ビが観壱されてl）ヨがノ上記のノ食品中の御で  

店請鼠㌢綽凄か得られ富l）。エP与適用す言場合には′塩類草食島中の蕨令lこ才召詔響が太  

さ、）が′イオン女墳プロマトノブラ71－（韮CC）lこよ盲晩学絹処盈で碍を勧を除毛す言  

ことがで壬′数纏偲島中の本品の定骨■こお、）て垣賂㌢鰭昂を得たのでここに電告す言，  

（方法）最澄ば息孝細密武者鹿骨気泳動窮ケ壊置エト用と′濾ぬ忍ぼ督呟こう艶碑  

●崇禁㌦．諾意。言霊芝££ニ芸益子ヲ㌃を讐】‡㌘・崇£土‡ニH呈表芸二三ヲ、－  
ターミナル夷店0．OIMカナロン酸を岡l）た。  

（鰭凛及び考常）刺定互助牛の廠： モDrⅥ．2N．フK瘡夜に托Cl．と友応コせたも   

l）、ヾ、  

こ  

は筆モル亙応のため′鹿硲とノ見てl：ユのモル比で托Cl3も廉如し年．  

ひ丁月の烏碓巌磯車し一トの甲瑚・Rへの変転：モD7力めN最良及び考の払′M計′軋ノ  

伸幸し－トの乳癌魂l羊モル比でユ倍の托C』与加えセヒこうりす“れも亡Dr勇・托に甘5こと  

を坪ぐ確め′偲品平の絡モD7月とR千」「トヒしてを量す亨こヒlこした。又′点線了ミ′  

酪及び布鞄の影響につ、〉て腐封したとこう′クエン吸ノ温石敵′リンゴ髄ノフマル顧Iこ  

定量胎官が観められた。  

エE？いこよう前処盈‥食後イオン女峰翻旨を桐りて痛打Lたとこう′払〝もXけヰ岨が  

嶺洩でありノ氷見び0．0川虚報洗車lこよりノ大知合の塩ノたん白賓ノ聴ノフレ野卑び有  

●  
′…嘲で御し下後ノ  

払w亡XIxヰカラ4（ほメ‘れ）に卑し こ升′水月び0刷N虚観で涜斉した後′0・ユ嘘醸で  

鼻血し′鼻血衆左勉回Lて塩酸を締左した。戎盈と祖ヱ刊んに磨かしノβ。ヱM罷CJ∋0・l謎と  

抑えた後′ユPて1分利し声。マヨネーズ／マーかリン及び≠しッシシハこ本品互協和門禿如  

して9仇ユ％1火上の回収車主得たク   



8 丈化財の保存ヒイソクコフォしシス  

東京国立史化艶研丸抒 ○範嘉鎧品番置品；環窟   

え此軌ま、￥の裾額と粛賀、置かれた壕痩、軸圃によって、腺々符分化の一和佐泉す。  
多血干わ七も丈化射りより痘切な床希対泉七草きぬヰ丁こめ・；・ま、塵ず劣化の卓国々メカニ  
ズムを科学和ミ把汲寸るミ′とが丸要である。ミのような典専に廿ま与九て、卑し・い痩考傾  

城り「丈化財礫鼻科学」という分野が隠生した。え化射り保身科挙kかナま生物掛d、え  

化顆の加尊者固ヒな，ていう生物り旦及、生態五泉明して、ゼの裾線力鼓皇伺ぇ、史喝す  
孟こじ皇百㈲とすま。かくして、丈イL射lこ寮生すう生物楚囲の無血皇帝いで、後せlミ像え  

5 ヒいう役割を介捜していま、。   

わが国lま、温帯もンえーン免償射て属し、え峯に1土高温多産ヒな乙。￥のためlく、わが  
国のえ化軌ま、敏生物湾乱射てよま身此を象ヴることが多†、。一兵、虜年女象ヴた丈凪財  
は、伝統殉教術lくより槻それて漫代lこまで扱えられてきた。頒者うlま、丈化財の射ヒーく  
関与する歯輿の畑生成物ならガにわが国め軸草の泉具、友敦lこ伝森蛮＝こ飼いられてい  

乙痘嘲の足す西敏剋カの主因を．阿東し、これを史此財の像射て鐘弔したレ、と着えてきた。  

頭者らは、歯簸ポ代和すま應磯鹸が、丈化財の如Lおよが古間の市政知力寄りえ要な〆凪  
七城えし、属戎製イソタコフォレ㌢えIP一之Aによも属磯象の分村を針風Lた。  
1・刀剣の錦：刀剣k発生寸も廟わ稚かしこ、薗頻l確固す5廟のあうことボ知ら九てい  
る。その廟象形成すら歯頼は、王叫地中海塑 ヒ患われていも。  

1．l．頻の免疫：ふ歯を鉄製テストピース（旧×lロガ3竹州）lこ療裡し、これ主軸（  
水サ麺他）β、94と久34に研馨したコンウェイユニットナでヱ旨とlこ像7て塊養し、應  

歯lてよ5廟を形成せしめ邑。この例のイy：タコフ1⊂1グラムかぢ廟の主因ヒ碑．ま満場鮎  

外耕すま。  

1．ユ．歯簸の旦嵐す五硝酸の食材； 辿†叩担，新長lこ如ヒ財力＼ら介蝕  

した解相性糸状坂寄を、浪速虎地k蕗捜し、ユ旨℃でヱ池原およれlヰ退潮療養L、老巾塊  
養鮎トニ生成した届観を、イソタコフェログ・ラム飢らえ腹、鼻骨した。  
1．3∴忽果：イリアコフ1ロブラムは、及銑級の嬉長泉からつぎり眉磯酸与礎盤L  

た。すなわち、＿辿 †…P川刷は、ハしコン晩ヱ、7xJOヰ仇働′ク土ン晩ヒフマ  

董
 
 
 

㊥
 
 

vl十バ亡¢l叱 は  ー′し晩包茎れぞtれ‘x10ヰ仰‰を生戒し、知日堕  グルコン醸しF  

火IP－∫γ‰ヒク干ン酸を‥→0一丁物色喧していた・軸麓から命馳した幽s仁  
のヱ郎、■7ルコン酸t、‘～ヱ 

メ【0‾Tγ‰を線虫した。  
ヱ．達郎眉磯酸；書湖ば、十餅棉艶した人丸粉乞点劉＝3年以上低温発酵して製  
狂すま。古籾で修復した農具衷汲1ま、高年経でも超えノミ修復可能であり、▲しかほ々敵lこ  
よ三雄亀が少射、ヒ乞われていま。強者らlま、古淵中め眉磯酪の合月旦の舟荷を或＃た。   

侠拭した左称ま、茨漁師の方々かケ分与鼠色lナた仕出象／キ′ナ卑′ル今のぁのでち5  

。分村寸まと、乳酸ヒ酢酸ヒ金属すまもの、イタコン酸Lれ痩丸子れ斜、盲嘲栓∠－があっ  
た。倣和睦の一例を見せば、首相／茅ヰlて軋艶ト、4×10‾－小成．酪酸ふ？ズJO－1小止の点  
職級を金属して′いた．これらの彷紛果1こフいても竣封しk。  



9 号漣琶気泳動分析にい†るマイコン。刊陶  

（点大エ） 0か・l健、本音義え  

ひろかわたl†し．き雫よしゃき  

仁IP分．析にわける骨髄ゾーンのれ成分イオンの良知移あ虐、温度寄l土濃蘭句に甘簸で・    でl 
さう号あリさ絶，てこ九らの商号も反映するイソタコ五ログラムのシミュし－わンが可亀  
である。孝男らtまマイクロコンピューターと伺い、ミの時政互爽密の骨柄に利喝するシステ  
ム之開発ヤである：’史郎bのたのの暗線息ヒ利褐の現状につ、、て魚篭すろ。  
る、使用して、、るマイコン止SORD MK皿．で、計風解乳ぬか周のドいプリンター，（モPSO“  

MPきD）ヒイソタコスロブラムぬわ喝の×－Yプロ，クー（薮盟剖愚wx－4♭？l）ヒ組ふわせて、、  
る。プログラム甘簡lまBASTCである。コンペイ心して奥行するし、一前科k対する計算時  
闇lま頚博は秒以下であ。  
う、泉システムによると、目句哉粁がある電解森谷件（丸森森泉）で骨髄可能かどうがと  

推定できる。また逆に未知哉料の定性塙橡およがゾーン息よl）定性、定食分析も可観であ  
〔  

● ≡，こ孟志左㌫浩志這豊富禁チ豊品芸這星諾豊富£芸是基㌫…忘妄‡三㌘三雲雷雲£志  
は丈献値互倒、、ているが、中で、も勒に蘭してl‡飯巷が少甘く、銀嶺計算五行咤う上で一つ  

の確馨ヒ甘，て．、、る．免在約如積漁のパオン摘磯鹸わqノアミン執軋アミノ酸忍、語礁魔イ  
オン田、頑イオン叫）について集積した叫一昨瓜のデータとぢスクにネイルしげ一夕＿バン7）、  
番ちで呼び仏すことによリデータ入りの迅漣化と前，ている。東和的シス千仏ヒ耳る七め  

にほパンフの晴嵐が特に魯専であり、シさユレー わンの清度に大きく彩管すろ。現在lまシミュ  

し一ちンヒ史験五繰延しバンつデーヲの精度の虎簡と行ってl、る。この場命のシステム利  
弔の漁れ凰と針Ilご示した。圧卜l中CエPlまシもし－ションのためのプログラムである。もし  

定性福徳の理論痘ヒ史軌他の差ボ大きい場合にl吉、東験鱒泉左内執するようtこ勅まkl岬仇  
（場合によ，てlまぁかと最小二乗かこより決定する・。（凰一IMS）ただし何点、か西之変えて泉刺  
店互鳴る・％辛がある。商科がバンプlこ甘、、場合も向稔である。ヱうして衷仇た物理良敬呈  

ネイ心しておくと止如才電  

のデータ吉岡いて常薇に異  

甘，た衷験東棟下での定性  
塙構や定食のたのの聴音線  

互予測でさる．このように  

本システムl‡構蕎約咤良性  

嶺凍寒のデータ集頃咤礫阻  

と希ち、今後バンプの拡丸  
ヒ高痛及化lこよl）局悸＝阻ボ  

高まるものと考んられる。．  

く参考丈献〉  

－）EM．Ev軌餅k，血、▲‘Is。扇oFLo代扇；’  

州S  ‾‾‾‾‾‾‾ 
「1  

ltea5t－5qUare5nlethodi l ∴  

experiment  
brmo・PKa  

evaluation  
O【mo．pKa  

rinbank‾  
‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾‾ ‾‾ ‾ ‾ ‾  「  

duetomo andJorpKa？  expe「imentalcondition  

identificationnumbcrofsamples  
ー
■
 

■
 
■
■
」
 
 

i50taCho－  
Pherogra  

L ＿ ＿ ＿ ＿ － ＿ ＿＿＿ ＿ ＿ ＿ ＿＿＿．＿＿．」  

CIP   

一旬二lシえテム利和の戒れ恩  

IXW EIsevi叶（l頼l  lRE（obsトRE（CaIc）l  

z）増転一如健謡ヰ鵡軸駄鞄轡   

ラ婦）セミナー．等蜘薮頗嫡．（・剛   



旧 細管式昇叙電気泳動卵ケにかアラ乎悼配偉才り利嘲  

（九大エ）0田崎五人・高木鍼・上野長子  

イ・エP温け強食のイわ牲イ〔合咽め卯年に卵さ帆て＼｝ヲ軋アーレかノ■テルガリ土金  

鮎ガ析で一寸、（K，R♭′CざノN叫）′しN久ノ伽′化′晶ノ晶Jq倉デルイ■勺で物思  
が盟痺していうた胡、風車¢屑門でげか南岸が簸Lいu岸席う■rこ小う。すすンヒ澄択均  
ヒ相互作例すち中、ト踊乙作手クヲウニエーテルに局員L、号勿備生東平衝に基づくガ藤電試  

みたム  

2・り一子ィユデ痍げ、河鹿濾喪のフラウユ㌧エーテlレモ㊦要せた∫〝〃トル工＞ス′レホン  

吸水藤痕（∂、♂／究Tバt叫ヌー／挿て食む）乞、クーミナル乳一房∫明月β以ヰN・帥＊鹸モ」青ぃ）、  

鳥葬工P－2月（ネ動皆：一州hJよズ紬伽十♂・∫九蘭歳）く〟軋佃りノ⊃尋亡））Jこより、オdd′由シ粛  

で相打した．  

3、凍勧イオンM軒¶リラウ＞コ＝一テルLヒ1：ユ  

鏡体ML研用句、す 0・6  

一イオンり符紛ぇ明〃ノ虜件の移動展朝帆，虜宴裁  

定歓KHL及㌦7ラウシ疲良工し■］tげい・てし＝式． 8．5  

で表わされちモめ、朝Lキれ仙で童ればM仇十ゾーン  

の電池ニラ紀EHl訂藤里れ＝より喪如す5。12巳年  

向去〔明M十叫軋・h仙亡L〕）／「けKHし・rLコ）   

lく仙ニ〔ML〕／〔MコイL〕   

PU＝（EM一戸H）／作叫－E〃）  け）  

（桂一クラウンーケ）及㌦丑年でけこの軸凍射J、  

ざい■㌦、ほC占官庁卜＝た系でl雫田1の解凍が碍ら叫  

た。折り、（りLi′巾′Cれノ軸里丁印）けけC  0．1  
80  0  20   40   60  

【18－C－6】ddded．mM   

倒1∴l℡C gの添・碑如乳  
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ば已占翻8によフ  占ヒ相互作研せす’、  

て影響ごれヤ。（り他の7ル呵雀鴻けフラウン  
濾虔像触七吊し、雪の入ぎ了・せK）鈷＞N久′Cβノ  l
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 土食掛こ諒いてば、償体ビワリーイオンヒで碑和良り斉〝叫、さい。確ビの埼額がわ  

⊥元、超絶巧且か∈軋ヨヒ通草？屠隼でけ分離ゆヾ卑Lい．各ブループ・てついて、】計C占の帰  

帆こより藤場（てか帝庄で三言こと句†わかう・血嘩、よく■甘析め対象とエ机ちK，N久′N叫ノ  
M9良㌦C軋巧命軒lニば、加∧印加〃¢クラウン濃度が過客ヒ希えら勅弓・東野、子j仇Mの  

フラウニ魂皮でこれラ■りイオンの風釦勿巧か軒も拭計たと＝う、か熊毛良く、きた直碑堆  

の及、一線旦疎も屑デれた。  

け5〝触毛皮くす5カ玖七Lて、Lり P川野¢）和イオン  

朴弔す3オ蕗が藤村されてきた爪 木軌こ芥けきや推配使古   
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tl細管武者息健気泳動ーてよる漉ふ躯ケ   

（血最大薮）0本田狙名東秀子′増給r′槻一見  

如鍬壌皇電気泳動cap川叩‘sぬ⊂hop加∫ご沌工丹誠伸ば夢柏にムたる示：如  

舟象とtたCヱPJごつl－了′J飯倉妙、、。ヤれけ⊥舶の碑か壕如如中雌であるたのと思わ中る  

が．ラ絶の中′こ抒ルドン醸ヤ醜睦ムコ争疲ケとlあイオン他のiの電童ク、ヨた．字小台律／婚和  
もた訂くて↓過当な処理′ごよフ了イすン＜尊くことか可能緑のJ易る。さうド彪与、封寮と  
の友ん√こJ，て生成すろイオン王命ノ軒すること／ごよ‾リ．鵬力紺塘扱き狩るごともでチるこ   

本絹動こお いてけ鼻血当節夏生で摺ら山た、腰命稗・ド朋すろ老子の知邑き斉紆㌻る。  

〔賓削減下め女鹿はすべ、て島津封L7β習泳動留針作剛、qr椚止R．2ロ仰のテフロン餐  
泳動祀′レ王ノ臥・、垣兇で行フた．ノ檜慮（才尾澤押D一憎厚絶句虜ど戚甥暴／こJ、フた。  

ユ．鹸雌ムコ多塊のC叩  

線描ムコ動地ほ鋤塩物鞘紹令組鍬ご孝く存在⊥、生胡的′ごを如役勤王潔た（て、・る？  
適狗絶句も句Jまウロン威〆阜合け。和之ビる〃ヾこ動物旭功呈のけ一般／こう川，頗とハキy  
サミンガ†t友且′こ鮎飢六硝鮎もぎ、これJこ威厳孝ガく兼々纏／合て穿給J7t・予。淡あ長  

押壬耳食言Jけ鮎鼠．面（が♂．ヱわ肴′・ん〃ズー／の一合甘、4ク∂∫〃〟び一〟4州rp〃β．り壬・リ・一方リー  

液′裡／〃わクロン顧¢〃相互タヾ九承とすづごと′こJクコ汁bイブン励を密月ケJ一以・・ど′へペ  

リソ．コント’bイチイとアノレロン朗竿よPα塩Jこよフて庄別い司えすることがでさた。∠か∠、  
ご直らすべ、てき一斉分離で守る糸竹／ま居宅すごとカヤ・′さま、オゝた．威厳碁の教の貿9るコント  

ロイナン右如象／こつ‥てJ経とβU適ム周／こ丘東泉脚強がカメ朗た。  

2 ア′しドース幼魚量  

アルトー」ス子過紬す竣で酸化するとア′レけ蕨壬4外するので：生成Lたア′レドニ戚巧  

者とう糾足すろことによリア．しトス雀主知ることがナチる。桝へば－グLコーズ£ク1■しプーえオ手シ  

●  イ；ヅ  
濾東ヰで加担すろ鞄促を忘ラ竜王月泉L、ニ小」ご∫，てア．Lトス五泉食すろことがでさた．  

3 鵜の埠ヨ、ラ加筆威化Jこ乱費けイオン功一肴融身  
魂功適ヨうゑ鹸顔他によ，て過ヨウ告鹸が＼遭元され、ヨう音頭政．キ鳩象、ゾ7・レケとト音  

が壇応すろが、CヱP♂〉真作王ノ検討ほ屠吉呆、過プラ凰威、ヨウ素戚£甘久●・キー磨晩の一首足長鴻  
と成立することがでさた．ヱ山一炎見所魂jむ老や喝老若度よ去よソも葡彼で均ソ、婚約4巧  
あ、、余所該であり、微音飲料て、、餅てtやる旦か甘言彼ナぁる。吉た、伺β手に生点するシ■ケ′レ  

アヤト・ば潜唆功7′し紘ドク甥抽合㍉頒建ともっか、・、二直と舶来て蘭ピ1てご－か叫戎・り嫁と  
Lた弦且化』d酸セい如来電場牢L、ギ。′賢（こせ妨げ才千レか虎Il密と一恵盆呈する～とドよ7  
て、7．Lデヒト1朗床皇知ること〆で、ぎた．ユ此うの倉朗づ雲JJ御髪試料言外一了魂顔頑  
塩圭解明する有甘石、チ経となソ搾る。  

」   



イソタコ・てJら・＼。一アズントウエーブ鯛。分析  

・右巧製菓紋丸女血  

0永、7産土 威風最 大A貞亮  

12  

二周歓心紘ちイ・、あもげ－7スノトウェーブ句風′ては、名宴、皐のシス京成ふ如晒し．奴  

ムプゼも軒月としィ∴■イオグリコヤル線虫牒い与ヰ（て、、らボ∴ このキ′＝ヨヰオブリコール  

絶句鹸人生軋如、、あらシ“Aゎー、グリコトール敗も倉吉Jrている。ご射らり軸貿の 

． 

こ才一に古もと、揖Jてざ’ヰオシ“グリコ一ル奴り．々射で′電、汲」く旦如アマルヰ∵ム・てJリ、・J・・ネ  

オ√プーリコール赦せてぺ／と選んし、ヰわ“リコー明晩としイ測定∴、本凍のイオアリ⊃－  

ル鹸±星し引いイ虜凪マる方法水レらJ′（ 

熱プ空か勺凰であ名．壱こで励管左耳通電乳泳如分針凍lこJ7・＜、イオデリコール鹸私び・ッ  

」オシ11”－ル級の朴斬か細し五∴こイ・・古、音・ヰれ、グ 
述べも。   

例刻とbィ′す、．ヾ－マネソトウェーブ何勧主■トで～∫座卓水し、ミらネ玖玖と丸如町侃  

耕とした。こら腺〝′電、・適串の射冬旦如アマルセ“ム・てdも遺ム匂いの有井放せ丸昇らし匂  

い臭で新ヨ しい。リーう㍉′Jクリ丸J古β一アラニノでF月∂・『∫く句軋bたク、○ノ～㌶／■ノりC且  

で、ごJ・（k久／〆のトリトノズー／∂？水和ヱイわも。ターミナル汲・寸ク、ク／仰りJn一  

寸フ・、フJ鍛を礪い木。沌東電施取壊・電・′ククル月であも。   

この度いと・・の譲如で′g、遅東夷・くヰオブリコール鹸及び・シ・・イオジ■グリコール簸り分析鱒可  

能であら ．珂ノー富∴孝ウキ曳花束分離彗で・あも。言た．珂ヱ′て・dイオワーリコーJレ赦～～ア  

％ヰK片息了■るJ、・ヰオモ・・アリコール観り舶魚をあした・蜂登線の鵬・て‘電・一私産のヰ  

わ・、リコール級＋一くみ鳥の√JオJ、グリコーJレ級をかぇ有もり左、泳如呵砿耕と∫；可泉の侃  

糾勿奥宣巧守い、こ一イせ練達銀座軋昭顔料と、して、宣の一え堤き尊＼した。象軌召凍如喝  

凰射りりい－い長■でて・・あり．繚戯＝∃け－マネットウェーブ句盾ゴヰlく斥且マもシ、、Jオシ“ケリコ  

ール簸り濃度である。図小ぢ弔うヵ、匂古ウ．′てt ゾ∴J長っと↓、、Aオ ン■グリコール級の浪Å  

ヒの句に旦鬼句点せあレ五．＝‘b、検量線と㌔f軋了る碕竜一え巷のイオグ、リコール姐（  

■ 

。 

⑩   

このJウノて、J‾イオシ■、グリ  

コール級のえ畳分析官、豪憺  

武ゝ等速電むも如分析鬼与明い  

も電離、い迅速で碕太い、  

介利水可鶴であム′甘勺＼リ・て－匂  

く、貴地のやち鯛せ及呵1  
ム軋阜もシく、分和も風筍で  

あLト、ネ戎…、々り名句鳥ヰ  

孜であム．  
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 0 8－l8rZd・〉佃久∫仇‘○・70・す〃・†人8 ▲  

y瑚シ・グリコール嘩濾Å（％）  承句→  

句l三河如り吏－ル鹸とヰオグ  固ヱ′ヰけリコール飽（～へクれヰ叶ざヰオ   

リコール線√席お良知分離可  ∫クーリコル吸凍如直線吐   

（電茂『即オ式）   



・5高分子電解賀の細管或等速督気流如  
（葉牲軸）○山鵬也・太田竃男・森川紘  

／・解毒 細管式者遼寧免沐勃潰柑順lま通年数多くみうれている机その分析対象ヒ  

しては′察磯イオソノ廟磯酸ノアミノ酸などの比薮的磨分子量のものが厚い。一方ノ高分  
子領域ではノ蛋白貿仇外ほとんどみラれていない。演為りはノこの領矧こわける泉法の通  
用牽圃を広げるべく′高分子電解贅八の過閉を試みてきた。矧こムコ多矧こか1ては）既  
に化粧品中のコンドロメナン疏酸（CわnS）のか耕？ヒアルロソ酸川A）の沸勧孝勃  

ク）について考鴫tた。中で毛パAの泳動孝勧ではノ分子牽的知見を与える風涛の噺1い刺  
用潰を見境したがノ今回lにの息について具㈱な頗射を加えたので合わ吐て軟毛する。  
2．実験 【泉置〕藤津細管式零速電気沸教食掛泉置ユP－JB，〔い 川れM塩酸  
0■Jガトリトン朴JOOノβ一アラニソpパ3．2ノ〔丁〕川桝Mカブロソ軋〔湘力劉  
0，5仰ユ．Dx30c椚，【泳動電洗〕即～川0〟月′〔低温槽温劇ZO℃J  

e●  ′・  

及′  

3．姫果及び考察 一般に高分子就料を本法に通用した甥合′その脅也公配曲線は明確  
な髄後席号を与えず′絨料ブ’一ソガ卿）れた徴ノ次男に上昇  

tていく。HAでは高分子量になるにつれて7この傾向ガ嶺  

くみうれた。よた求めたHAの検量放は′いずれも直線蘭倭   

60  

れガあるためと雀われムコ各頻では分子量川万以上にな  

ると′この凍象外観れれる。そLて泳動の遜れは哀武村負荷晃即  
鹿渡加の影響を受けずに′ほとんど一定であリカ千畳ヒの胸   

ノ 
2  

ブ 

なる。CわnSとHAのPU値は0．＝フヒ0．23を．克すがノ  

●  
れカ、 

， 

r＝0．9牙56  

評  
x′  ∨十，  

いて頗封した虎男ノリーデバング液にXタノール40％の添  

加脚楕剣であった。この脅解液象ではノCわnSヒH利絶  
のPU虐とほぼ同じ値を禾したがノブーン媛界面ガンャープ  

になり両名の分軸が速成された。またノCゎれSとトラガン  
トコ●ムlこついては泳幼の過れがみり列なかった。前為ては戯  
粘性ノ頻鬼ではD－ガヲクヅロン酸を含む一部の成分が演劇し  

ているためと電われる。水上の鮨果をラヅトのヒフガう抽出  
したムコ多趣の分析に兼用した。CわnSヒ〃Aを分絶■同   

国 
）
．
．
■
■
L
 
回
 
ヽ
．
．
ノ
 
 
■
・
－
－
－
－
－
－
1
 
 

血
相
篭
じ
霊
長
 
 

H肌用朋X研    比フ棚朋＿』  

州うぬ7XJ伊）   

定ほほか′泳励の遡れを測定すろことによリHAの分子量 0  

む緯定することガてきた（国2）。  
．
9
 
 

て
Z
 
 

弟20回油北尊研夜祭東金鶉演要旨集ノ   （／9訝ノ）  り山水ノ大乱森川  

2）山木大乱森ノ‥  田畑ヒ学会瀦30年身魂演算白魚′434（／9才／）   



14   庭鼻品々料ハの血用  

（オi額ノ工SO T AcHO P＝O R∈s－∫■＝よ3コン十ロイ子ン硫  

酸．ナトリ ウ4の定量  

夫浮鼻品工尊浪才女絶 品垣管領押 え平一大 渦昇叙窄、咄藤恵已  

〔色的〕コントロイヰJ．鹿臥主義載り席各組織の基嗜癖かこ広く分布l′歳晩基の義金  

評点の租漉かうコ，■ントロイヤン4－虎酸（c s－A）険仇．コγトロイキン♭－廃酸（C占  

－し）ライ「。廿・h；れて、、∋． 又．コントbイキン虎酸予トリ ウムは血痕凝屯阻止咋棉  

′ コilン 工1テラーセIlポア叫作用 ．組織適温也定温／取≠一色血祓選鮎長途耳の凛琶咋申せ点す  

言こ「こ柑≦．神泉兎∴IIユーマナ′附帯痛阜わ消定ヒlてノ 寺フローせノ 腎眞・草の制及乍  

由／肝長泉尊の常長イモ悶七適応直‥ 

ヨク  ー糠・＝繹・い・ら仇うコ／トロパナン鹿敵ナトリウムはCざ－AナトリウムヒC F・－（  

丁ト 

漁観迫v、に’え昔す吉 こ こか雌専 ヒ古れ阜。 彼尭．こ の後の製剤．。「‥、てはイオう倉皇並  

b・、lこ重奏合音iこょいて毯聴㌻仇てい盲ため／製剤中一ニ食ま仇3癒加育・1り豹管主うサるく′ 

頒見よ・く直せ’すうこと、よ難‥、。 こ℡－たふうより席促・ニ′ モ！て満車よく敷判中のコント、  

ロイ十■ン硫酸ナ，トリウム食昔盲動直す∋方絃ヒlて風速堅気料隠宅岡、－ヨニ ヒ∈濾計し E  

。 諷′ Cざ－Aナトリウ41ヒく＝声－（ナト 

碁「、、く喉収lこふいて鼻小認りら机ノ も碇温度七穿な吉・か．舟紅色草は笹島泳動蕗lニも、いて  

も．鵜私見に大きな塵、、は けく顛l、、。  こ のこ とかi′ コントロ イヰン虎酸ナトl）巧4中  

内（：S・一角ナトり・ウ4並uいl。Cい ⊂ナい′ウ4の舟轟温畳も合せて鹿討lた．  

〔虫酸〕覇糾ま市販のコントロイケン虎敵ナトリウム直奔＝町原走宣′壌且は鳥速丁子O  

T A（：HO P H o R E Ti〔 A N A L Y苫E R IP－ t B盲・使嗣l．1）T干、ィ ンJ7・L蔽  

lこlま，過敏′ ヒスプ」シ・ンニβ－アラニンrメラノール尊宅岡、－．与ト い、レ象lこは′・カ7p  

ロン醜∴ ′トルウミ ン酸阜を用l－松前、に。  

〔轟見取Ⅴ、毒凛］劇・下Hニ示す電帝政宅印、、直音直行っ長ヒこう′／♂ノダル′ククメ身  

の凝固手、原点毛足さ点線閑吟か得られ七。 寺・巨コントロイヰシ碇酸ナトリウム真東液lこ  

「き直音巨咋，た赤鼻ノ C＝且＝∴p′〆て減反よく定量・れ可絶下あ，食も   

（剋戊）lトディ ン 71：♂、。／H   塩酸  

ク、♂／M  ヒ■スづLシー／  

きク メラノ‾ ′レ  

トリト∵ン ズー10 0  

年」さ ナl／  ：ク、ク／H  わ7リコシ属姐   



I5 細管式等速電気嘉㊥（CITPノ蕗の主薬介新への応用  

塵紡㈱（基麓研・裏方新）0鼠邑置責・完謂芽  

［目由］生集中にlコ、基本炭素骨虜ザ同じであぁヂ、窒濾基、立催濾遺草の靴ゐ類徽ヒ  
合幼が告各寸ゎことが多く、CITP汲を本く斥用すかて甲これらの用互分線が必審そあゐ。  

レ針る（て、生薬成分t王威造が複姫て、、かっPね署の跡旺が未済て、あることが孝、′のて、、 、扮  

籠条件の主要次への手跡かリlコケぼ、、。きたこの威は勘敦叱金物間のC工TPlてよゐ分線粂摺の  
應封伊＝コケぼ、、。顛屠らtま五泉成分ヵ＼ら4組の化合物餅互透か、化学鹿造の鼻が分線の簸  
風及lて及ぼす彩管モ知ろため各線の命敵条件モ．検討しR。  
［潔廠］象置‥工P－2A．検ぬ賂：時P及び∪∇D   
〔結果コ（Ⅰ）ペルベリソ型ア′レカロイドの分線（即）  

しりと（2）の分藤追証－て報昔首れて＼1ぁとおりが）マら■て命回  

新Rlて臼）とカロえて分級友誠みRところ、L夜の担が古～アの  

；三 
● 芸享三三三三‡三‘て苧．三千‡三二三誓言三言二言吾、‥モ言  

塩む類似レて、、．ちのち∴この鱒胤分チ章が珍勤夜（て最も入  
亨く影響して＼、ちと秀丸られた．  
任）トロバン型アルカロイドの分艶b）（圏B）  

RIR2＝－OCH20－．R3；Rl！OCHユ  
8erbe‖∩8（リ  

Rt＝Rク＝Ra＝R一＝OCHユ  

R3   P81m8tLn白（2）  
R．R．R2≒Rユ良一＝ －OCH20－  

Copl151∩8（3）  

CH3  βブOR 紛oR。￥．認諾         CHユ  
Hyo8Cyamln叫皇）Scopo18∫nln8（封  

咄Hユ輔cHa  
CHユ  CHI  

Eph8drtn8堕） r－Ephedrln白tヱ）  

射、（6）ぼ基本尿素軌跡三回一であゐが・イオン性宮組基は工ボ  

キサイドの腐無、lてより入ぎく票なり、P払tても差があぁ。この場  

胤L液のp冊（5）のアロトソイ寸力陀抑制すゐ傾城（如何辻）に調整すゐことドユリ分線可  

能ヒはフR，  

皿）廃棄アルカロイドの介醜（Cノ（由い  

（‘）、（7）ほ互＼、に立体割酔あゐが、L薮の研がpk久の姓  
傍であゐ仲甘塩をも分藤する． レかレ、（占）ヒ（のの7ルデヒト   

lて元すろ及ふ攫の鼻■て着目し、L疲lてイむ介‡のアルデヒト、互  
添ガロレー腰の盛体勃果叩伸すゐことKよっ、PH6～管どの哺  

よ 

● 品三笠予言君幣ま5もの婚（図。）  

図D  

CO才H  
CO2日   

Gtリー0 0 0日  

Sennosi由A喧）tlO－10‘  

S即nOS；deB唱＝10－10■  一拍nSI meso）  

（B）′（？）lま互、、lて立体割も掛て、あ7て、Pk仇はう～Eヒ確定マれ  
ぁが、このpH威のL泉引ま分敵3囲簸て、あっR。しかし、p脾5仲  
立で考量の補聴藤娘之添加けゐと介観コ可能となフR。  
粂件：」疲ノHα十トリス（pH旨占）′80％メタノール丁或ノバリソ十臥（OH）2  

［緯翰］エ紀の4例からも分るようlて、政次でl註北学鱒録貴から扮飴あ簸易度あ去、l  
は最適中条件机鹿定するこじ郎巨軌て因簸てあゐ・今後、猥似イ蛤摘め分敵lて及ぼす  
讃掴｝（例えば、L薮のPHや組成草）の勉窄の度点が解明＝tゐ一章姐フて、僅かな易動度  
り差互拡大才せる為の合理的杖条件の殺鼠が可乾ヒぼるこヒザ朝命て≠、そ打て狙って、  
c叩鼓の五条分析への舟用も拡大ざれゐと漕＼われゐ。ひきフグぞ薬局らta・以エの纏果よ  
り、蹄K呑騰落痕の分離機痺∫て及ぼす効果lてつ‥て覇紬な研究モヰ甲、IR、－ヒ局んて、、ろb  
肌，県境′八木 呈東妙所討赦（′如）ノ；㈲ノ朗′鵜眉、泉下ら 弥泉草食（ノ机   



l
 
 

l
 
 
 



●
 
 
 






